

















































れた農商務省少輔となった（明治十五年六月より農商務大輔） 。この頃政府は勧農政策を具体化していくが、職掌もあり様々な団体の立ち上げに関係し、会合に出席している。三月十一日農談会（全国 篤農たちの農業に関す 会議 、五月九日山林共進会（農商務省主宰の勧業政策のための会議の一つ）










戸孝允が明治 年に死去した後、百人規模 中・高級 僚を擁す緩やかな結束 集団となっていた。参議の伊藤博文・井上馨・
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九月五日山県より還幸後に（七月末より天皇は北海道へ巡幸していた） 「大改革」の計画を伝えられている。十月十一日、政変に関する御前会議が三大臣・薩長参議 よって行われた。品川は予め知らされていた しく、旧友野村靖・伊藤側近伊東巳代治・義弟の平田東助と夜中まで結果を待っていたようである。 二時に解散したものの、品川は野村 山県邸を訪れ、結果を聞き、喜んでいる。翌 大隈の辞表提出・国会開設について書かれ る。十六日夜、品川は薩長首脳会議に初めて出席する。以後 神奈川県令から駅逓総監に異動した野村と共に断続的に首脳会議に列している。大隈辞職後の政府強化のため、大山巌の外交官転出を阻止




















ところで、 独逸学協会の設立 は一般には九月十八日とされる（ 『獨
協学園史
1881-2000 』二〇〇〇年など） 。会長北白川宮の演説「十四






























































































































































































































































































































職ニテ困難スルト語リシコトノ一元因トナリシ事、并ニ中野ゟも他人ヲ局長 入レバ却テ宮じま之悦ブトノ事、中野ヘ兼務シテ助ケテくれト頼ミシコトアル等ノコ ア 。密ヲ河野ゟ伊藤ニ語られシコトヲ聞キ、中〔野〕 、牟〔田口〕 申合セノコトヲ確信ス。○今日、中野ゟ牟田口ヲ局長ニスル廻議案 廿四日附ノ文ヲ出シ やじノ捺印ヲ促ス。七月一日
 
条公ニ行、牟田口ニ局長ヲ命ラル ニ内決セし事ヲ示談セラル。出省。夜、奥、大槻、来訪。農務局 人物ナキニ付 調査ノ ヲ遣ス事ニ、牟、中 申合内決セシコト等 聞。七月二日
 












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































朝ゟ野村と山県え行、三浦辞表出ス万事ニ付、談示ス。井上来会。黒田ノ事 開拓使延期三年 可否之論ニ付、夜十一字過迄論談ス。夜、大木、晩食ヲ辞ス。十二月一日出省。晴。野靖ト井上ヲ訪。伊、西、松、来会。夜 井上、会同スルコトヲ約シ、午後、出省。帰宅後、金原
256来話。明日、商卿。夜、七

































































































































































































































































練木喜三カ。粕壁、農商務省駒場農学校教師。蝗害調査の為、北海道へ派遣される。 「農商務省一等技手練木喜三四等技 ニ昇任ノ件」 「 飛蝗ノ件」〔公〕
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愛知県渥美郡豊橋村（現豊橋市） 郡 は松井譲 〔愛知地名〕
108　






正しくは古橋暉兒、別記暉貌。愛知豪農。博覧会 為上京。 〔公〕 「愛知県平民古橋暉貌ヘ褒章授与ノ件」五〇頁。 〔古橋暉兒の生涯〕
112　
品川は自身をこのように記す。
















































































































































































を発行。この時期は東京曙新聞社社員。 〔明大〕 『旧各社事蹟』九二頁。 『東京曙新聞』奥付。
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彦根正三編『改正官員録』明治十四年一月～十二月（博公書院、一八八一年） 〔 〕宮崎有敬『上毛繭糸改良会社沿革史』 （上毛繭糸改良会社、明治二四年）『旧各社事蹟』 （高知旧各社記念会、一九三八年）『第二回（明治十四年）内国勧業博覧会事務報告書』 （農商務省博覧会掛、一八八三年）国立国会図書館／憲政史料室の所蔵資料／憲政資料／古沢滋関係文書解題
　







































一九六八年）倉間勝義『多摩の人物史』 （武蔵野郷土史刊行会、一九七七年）佐々木隆『明治人の力量、日本の歴史』二一（講談社、二〇〇二年）大日本人名辞書刊行会著『大日本人名辞書』 ［復刻版］ （講談社一九七四高橋哲夫『安積士族開拓史』 （歴史春秋出版、一九八三年）
－36－
遠山茂樹ほか著『近代日本政治史必携』 （岩波書店、一九六一年）中野雅宗編『日本書画鑑定辞典』五（国書刊行会、二〇〇八年）成瀬麟他編『大日本人物誌』 （八紘社、一九一三年）日外アソシエーツ 美術家人名辞典
 工芸編』 （日外アソシエーツ、





阿部信一『品川子爵追悼録』 （警眼社、一九〇〇年）小浜市立図書館編『和田維四郎 小浜市立図書館刊、一九八〇年）奥谷松治『品川弥二郎伝』 （高陽書院、一九四〇年）加藤房蔵編『伯爵平田東助伝』 （平田伯爵伝記編纂事務所、一九二七年）西那須野開拓百年記念事業推進委員会第一専門部会発刊専門委員『印南丈作・矢板武』 （西那須野町、一九八一年）芳賀昇『維新の精神豪農
 古橋暉兒の生涯』 （雄山閣、一九九三年）












佐々木隆「第一次松方内閣期の新聞操縦問題」 『東京大学新聞研究所紀要』三一（一九八三年）佐々木隆「明治時代の政治的コミュニケーション（その１） 」 『東京大学新聞研究所紀要』三二（一九八四年）佐々木隆「藩閥の構造と変遷―長州閥と薩摩閥―」 『年報・近代日本研究』一〇（山川出版社、一九八八年）齋藤伸郎「 「明治十四年の政変」時退官者の基礎的研究 国士舘史学』一四（二〇一〇年）樋口輝久他「服部長七と品川弥二郎」 『土木研究
　
講演集』二六
（二〇〇六年）
以上
（さいとう
　
のぶお＝メーカー勤務）
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